






Relations between Housing Plans and Major Wooden Furniture Manufacturers’ 
Furniture Layouts and Sizes in Postwar Japan:












　　Sofa structures of the major wooden furniture manufactures in postwar Japan were 
transferred from separate types to one-piece types. Sofa layouts changed from face-to-face 
to L-shape, and then to I-shape. Dining table top sizes expanded up to 240 x 120 cm. Once 
3LDK housing plan was standardized, it led further new sofa development. Emergence of 
standardized room arrangements for proposal-based prefabricated houses stimulated 
development of living and dining sets. Decisive separation of living rooms, dining rooms 
and kitchens made possible for medium and large size dining tables to be brought in.


















































































































2P）と「3人掛（又は 2人掛）＋ 1人掛」（3P（2P）＋ 1P）の各型に区分できる。また
「L字型配置」の「セパレート型」では更に「コーナー Rソファ」、「コーナー INソファ」、
「コーナーテーブル」の各型に区分できる 17）。また「対向型配置」の「一体型」は「3人
掛＋ 1人掛× 2脚」（3P＋ 1P× 2）である。また「対向型配置」の「セパレート型」は、








置・対向型配置・直列型配置）の変遷（図 3・7）と L字型配置の内訳（コーナー Rソ











































1967年の 3LDKタイプ（67-5N-3LDK-分 -48／ 67-5N-3LDK-2-分 -48）、2番目にリ
ビングルームが設計計画された 1973年の 3LDKタイプ（特 73-5J-3LDK-分 -UL3／
UL4）、独立型キッチンとリビングルーム・ダイニングルームという設計計画がなされた
























1970年代前半であった。そして 1970年代中盤と 1990年代中盤に L字型配置のピーク
が見られるものの、1970年代から 2000年代初頭まで一貫して 30～ 40％程度を占めて















「コーナーテーブル型」が多かったことが判る 22）（図 4）。コスガでは「コーナー Rソファ
型」は 1972年に登場する（カンヌ＃ 6690）。そしてこのコーナー Rソファ型には 1970
年代と 1990年代にピークが認められる（図 4）。また「コーナー INソファ型」は通期で
比較的少なかった（図 4）。


















































ナー Rソファ型には 1970年代と 1990年代にピークが認められる（図 8）。また「コー
ナー INソファ型」は通期で比較的少なかった（図 8）。
　それから 1990年代後半以降に主流となった「一体型の L字型配置」の中では、「3P＋












































全体として「セパレート型の L字型配置」（コーナー Rソファ型・コーナー INソファ型・
コーナーテーブル型）から「一体型の L字型配置」（3P＋ 2P型・3P（2P）＋ 1P型）へ
の大きな変化が認められる。その変化は 1980年代後半から 1990年代前半にかけて起こっ
た。そして前期に多く見られた「セパレート型の L字型配置」の中では、両社とも「コー
ナーテーブル型」が多かった 29）。また両社とも「コーナー Rソファ型」30）を 1970年代














×奥行 75cm、6人掛で巾 180×奥行 90cmであったが、1970年代中盤以降に大型化の
流れが見られ、1980年代初頭には 4人掛長方形で巾 135×奥行 85cm又は巾 150×奥行
90cmになった。またコスガ OMDT（オーダーメイドダイニングテーブル）の開発によっ






るようになったが、そのサイズは比較的大型（巾 135×奥行 85cm、巾 150×奥 90cm、
巾 165×奥行 90cm、巾 180×奥行 90cm）であった。
2.2.2　カリモクにおけるダイニングテーブルのサイズの変化
　『カリモク総合カタログ』（1970～ 2004-05年版）に掲載されたダイニングテーブルの





初頭に巾 150×奥行 80～ 90cmが比較的多く見られるようになった。しかしカリモクに
おいて 4人掛長方形に巾 135×奥行 85cmが出現したのは 1980年代中盤であった。また
1980年代中盤には、コスガ等のイージーオーダーテーブル 33）に対抗して、カリモクでも




は巾 240×奥行 120cmの既製品が数機種製造されるようになった。また 1990年代初め
には、ダイニングテーブル甲板の標準サイズが、巾 135×奥行 85cm、巾 150×奥










半には最小サイズが巾 120～ 125×奥行 75～ 80cmであったが、1970年代中盤以降に
大型化の流れが見られ、1980年代前半には巾 135×奥行 85cmに拡大した。また 1980
年代中盤以降のコスガ等のイージーオーダーテーブル（巾 70～ 240×奥行 70～
120cm）に対抗して、カリモクでも甲板最大サイズが巾 240×奥行 120cmになった。そ
して 1990年代中盤以降の両社のダイニングテーブル甲板の標準サイズは、巾 135×奥行




























表されたのは 1967年のことであった（67-5N-3LDK-分 -48／ 67-5N-3LDK-2-分 -48）
（図 11 a～ b）41）。そして 2番目の 3LDKプランが発表されたのは 1973年のことであっ






掲載されている（図 11 f～ h）45）。また同誌には、新築民間マンションの室内設計におい














































































た 56）。また 1967年の 3LDK、1973年の 3LDKの場合でも、その LDKの内容は、平面
図の表記から「台所兼食事室」（DK）と「居間」（L）であった（図 11 a～ c）。つまり初
期の日本住宅公団の LDKプランでは「台所」と「食事室」が分化していなかった 57）。そ
して公団住宅では 1980年代中頃になって、やっと「台所」、「食事室」、「居間」への分化が













































には最小サイズが巾 120～ 125×奥行 75～ 80cmであったが、1970年代中盤以降に大
型化の流れが見られ、1980年代前半には巾 135×奥行 85cmに拡大した。また 1980年
代中盤以降のコスガ等のイージーオーダーテーブル（巾 70～ 240×奥行 70～ 120cm）
に対抗して、カリモクでも甲板最大サイズが巾 240×奥行 120cmになった。そして
1990年代中盤以降の両社のダイニングテーブル甲板の標準サイズは、巾 135×奥行























































6） 沢田知子・丸茂みゆき：「集合住宅の住戸計画に関する考察：その 1～ 2」，『日本建築
学会大会学術講演集 E（建築計画・農村計画）』，日本建築学会，pp.97-100，1994
7） 沢田知子・丸茂みゆき・谷口久美子他：「家具の保有・配置状態からみた住様式の動

















の出荷総額が 2兆 1823億円という戦後の最高値を記録した 1991年時点における各
社の出荷総額の公表値は以下の通りである。刈谷木材工業（カリモク）403億円、マ
ルニ木工 300億円、天童木工 170億円、コスガ 125億円、飛騨産業 65億円（柴田
徳夫：『家具企業便覧 1991』，経済出版，1991）。1991年時点における中堅以上の家
具インテリア関連企業（家具メーカー・家具小売専門店では年間売上額 2～ 3億円




























17）3P＋ 2P型とはソファの L字型配置において 3人掛と 2人掛ソファを直角に配置す








































1988.6、山本夏彦他：「メーカー 5社の AVシアター」，『室内』，第 449号，pp.49-
69，1992.5、山本夏彦他：「インテリアコーディネーター養成講座：AVとインテリ










































によれば、67-3.4.5N-3LDK-分 -48型の居間（芯々 2700×3790mm）は約 6畳、
67-45N-3LDK-2-分 -48型の居間（芯々 3555×3790mm）は約 8畳である。
42）同上　pp.15-16。特 73-5J-3LDK-分 -UL3／ UL4型の居間（芯々 3240×3780mm）
は約 8畳である。
43）『標準設計平面図集』（日本住宅公団建築部設計課：1973年）によれば、3LDKは 67
































社・ツーバイフォー 1社・在来木造 1社）が全住宅産業の売上の 20%を占めて上位
に位置し、それに続く中堅住宅メーカー（13社）・地域住宅会社が 30％、工務店・
























（L＋ D＋ K）型の 4類型が提示されている。
